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棒 針 編 み の 基 礎

表　 目

1 32

裏　 目

1 2 3

かけ目

1 32

右上
2目1度

1 32編まずに1目
右針に移す

右針に移した目を
かぶせる

左上
2目1度

1 32 裏から編む場合

右上
3目1度

1 32右針に

1目とる かぶせる

2目一度

左上
3目1度

1 32
3目一度

中上
3目1度

1 32右針に

2目とる
3目めを編む
　 　 2目をかぶせる

編み出し
増し目

1 323 かけ目 表目 表目

巻き目

1 32

ねじり 目

1 2

引き上げ目

1 32引き上げる目に
針を入れて上の
目をほどく

すべり 目

1 32 すべり 目を裏から
編む場合（ 浮き目）

伏せ止め
1

32

2目編んで1目めを
かぶせます。

1目編んでかぶせます。 　 をく り 返す。2

裏伏せ止め

すく いとじ

引き抜きとじ

裏に糸を渡さない編み込み

1 2 3

1段め

3段め

2段め

地糸と配色糸をからま
せて編む。4

目と段のはぎ
1

3

2

裏側

2枚の編み地を中表に合わせ

わき線のあたり からかぎ針で

引き抜き編みの要領でとじ合

わせます。 針は編み地に対し

て直角に入れること 。

メ リ ヤス編みの場合
両方とも 1目内側の渡り 糸をすく う

増し目の場合

袖下の増し目など、
半目ずらしてすく う1 2

※裏目を編み
　 ながら止める

1 2

端の2目を裏目に編み、左の針を
1目めに通して、1目めを2目めに
かぶせます。

同様に1目ずつ裏目を編んでは、
右の目をかぶせて止めます。

かぶせる

かぶせはぎ

目を引き出す

1 中表に合わせる 2

目を引き出す
A

Aで引き出した目
かぶせる

3
B

4
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